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■アンケート結果① 

☆よどの里介護ウェーブ実行委員会があることで、介護情勢につい

て感心が増した。 

はい いいえ 無 

33 人（73％） 10 人(22％)  

 

はいと答えた理由…             (※いいえの理由は記入ゼロ） 

・ 署名用紙をきちんと読むようになった。      （※無回答は２人） 

・ 身近な仲間が動いてるので参加しやすくなった。 

・ 創意工夫された署名活動がされて楽しく取り組めている。 

・ 署名に参加し、やっぱり学習しないと伝えられないと感じた。 
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■アンケート結果② 

☆ 介護ウェーブ委員会の取り組み(学習会・署名活動など)に参加

したことがある。 

はい いいえ 

32 人(72％) 13 人(28％) 
 

はいと答えた理由… 

・勤務や会議などで参加出来ないこともあるが、都合がつけば参加します。 

いいえと答えた理由… 

・日勤仕事が終わらない。 

・保育所の迎えや子どもの習い事があった。 
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■アンケート結果③ 

☆ 今後介護ウェーブ実行委員会に望むこと・期待すること。 
 

・情勢や介護保険改悪の動きなどニュースにして知らせて欲しい。 

・集めた署名がどうなっているのか気になります。 

・(職員はもちろん)地域の同じ介護職員も巻き込んで一緒に出来れば。 

・｢○○があるので来てください｣ではなく、｢情勢がこう動かしている。

だから止めなければならない｣などもっと具体的に話してくれれば… 

 ｢参加したい！｣と思わせないと。 

・良くやっていると思う。ナースウェーブも頑張らなくては。 

・情勢を知る機会と地域の人たちに知っていただく活動を続けてほしい。 
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■アンケートからみえる今後の課題 

① 署名活動などの日程・時間調整 

  現在も職責の協力で施設行事の後や勤務内で署名活動をしたり

会議などでの学習会を行っているが、まだ３割弱の職員が参加

出来ていない。参加することで活動意欲に繋がるので今後調整

していかなくてはならない。 

② 署名の状況や情勢のタイムリーな報告 

     署名の結果報告は前回署名より報告書・ポスター等を掲示し     

ている。署名状況や情勢も掲示はしているが、活動の成果を実

感し、学習意欲を継続させるためにも、もっとタイムリーにわ

かりやすくしなければならない。 



 

5 

■ まとめ 

 よどの里介護ウェーブ実行委員会を設置して、次の３点を実感している。 

①県連の取り組みへの参加が大幅に増加した。 

②独自行動を行うことで、自分たち(利用者・家族)の問題であるという

自覚が芽生えた。 

③署名や宣伝を行うことで学習の必要性を自覚した。 

およそ２年を振り返って、一定の成果と存在意義を発揮できていると感

じる。今後も職員１人１人が主体的に活動に取り組めるように、「積極的

に」｢楽しみながら」活動に取り組んでいきたい。 

 


